
 
 

＜2017 年 9 月 6 日 第 2495 回例会 No.53-9＞ 

『ガバナー公式訪問例会 ～猿渡ガバナーによる卓話～』  

※東京飛火野ロータリークラブとの合同例会 

 

 

 

 

司    会： 小倉 裕美 会員 

開・閉会点鐘： 小島 馨 会長 

ソングリーダー： 清水 博雅 会員 

ロータリーソング（『国家』『奉仕の理想』）斉唱 

 

 

国際ロータリー第 2750 地区 

地 区 ガ バ ナ ー 猿渡 昌盛 様 

地 区 副 幹 事 椎名 芳子 様 

多摩南グループガバナー補佐 松本 啓祐 様 

多摩南グループグループ幹事 青木 訓行 様 

第 2750 地区ＲＡＣ地区代表 田嶋 諒一 君 

東 京 日 野 Ｒ Ａ Ｃ 幹 事 金子 裕史 君 

 

 

１．会長挨拶：小島会長 

ガバナーはじめ、ご訪問ありがとう

ございます。私は今年の8月で入会10

年目になり、10 回ガバナー訪問を経験

しましたが、緊張のあまり眠れず、き

ちんとお迎えができないのではないか

と不安でした。しかし、日野ロータリーの会長として様々

な場にお邪魔させていただいていますが、度々、猿渡ガバ

ナーとお会いしたこともあり、大きな緊張もなく、お迎え

することができ、非常にうれしく思っております。 

地区チームはクラブのために、ロータリーの基本はクラブ

にある、という基本姿勢に従い、未だ、成果のご報告はで

きないところですが、各委員会委員長が目標に向かって邁

進しているところです。本日はゆっくり合同例会を楽しん

でいただければと思います。ありがとうございました。 

 

２．幹事報告：田中幹事 

・2017-18 年度ＲＬＩパートワンの開   

催とポリオプラスセミナーの案内が届  

いております。出席希望者は事務局まで 

・他地区より例会変更の案内が届いており 

ます。 

・バギオ便り 9 月が届いております。 

・その他、ボランティアセンター等便りが届いております。 

 

 

１．会長挨拶：東京飛火野ロータリークラブ 小髙会長  

東京飛火野ロータリークラブ会長の小高でございます。 

ガバナーはじめ、早朝よりお越しいただきありがとうござ

います。率直にお話し頂戴いたしまして、クラブ活動に活

かしていきたいと考えております。当クラブに 8/22 にク

ラブ協議会を開きまして、松本ガバナー補佐、青木グルー

プ幹事からご意見を既にいただいておりますが、来週理事

会を計画したうえで、複数回卓話を重ねて、更に話を深め

ていきたいと考えております。 

水野パストガバナーに米山功労者の感謝状が届いてい

るため、贈呈いたします（直後、感謝状が贈呈されました）。 

 

２．幹事報告：東京飛火野ロータリークラブ 栗山幹事 

※田中幹事と重複する内容については省略。 

・花の街おこし「コスモスアヴェニュー」の管理を行い

ます。７・８月に整備したので、綺麗に咲いています。 

 

 

３．ニコニコ発表 

後述します。 

 

 

 

 

東京日野ロータリークラブ 

本日の例会＠高幡不動尊例会場 

役 割 分 担  

本日のゲスト 

例 会 進 行 

飛火野ロータリークラブより会長挨拶、幹事報告 

各委員会報告 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話内容（概要） 

まずは私の紹介をさせていただきますと、東京武蔵府中

ロータリークラブの会員です。来年クラブが 30 周年を迎

えます。クラブの主な事業は小学生達を対象にした森林間

伐体験。ゴミ問題への各種事業、小・中学生のための人権

作文発表会等になります。 

ＲＩ会長よりロータリーについて 

ＲＩ会長：イアン・ライズリー様の話をさせていただき

ます。ＲＩ会長は会計士であり、奥様もガバナー経験があ

り、夫婦そろってのロータリアンです。ＲＩ会長のテーマ

として「変化をもたらす」「ＭＡＫＩＮＧ Ａ ＤＩＦＦ

ＥＲＥＮＣＥ」とありまして、「今まではとは異なった事

業展開をしよう」という

意味になるそうです。Ｒ

Ｉ会長にロータリーと

は何かと聞いたところ、

「何をしているのか」で

は定義できないとおっ

しゃられました。それは「ロータリーが私たちに与えてく

れる可能性、そして、その可能性を有意義かつ、持続可能

な奉仕により実現する方法」によって定義されるものであ

るからとのことです。ロータリーになぜ加入したかという

と、まずは交友関係を広め（①友情）、活動によって②個

人的な成長をする。そして、その成長を通じて、③ビジネ

スの発展、更には、個人単位ではできない奉仕活動を行い、

④世界に変化をもたらすことをしたいために加入したと

のことです。 

 その他にロータリーのお話をいただきましたが、いくつ

か挙げますと、 

・技術発展など時代は変わる、時代に取り残されぬよう、

ロータリーも変わるべきである。 

・海外、国内問わず、他企業と提携し、クラブ単体では

できない、様々な奉仕活動をしてほしい。 

・持続性のために、次世代の会員が必要。更に、魚を与

えるのではなく、釣る方法を与え、継続的に連携して

活動できる人材を育成していく。 

・地球環境のために、

アースデー（平成

30年4月22日）

までに会員ひとり

1 本木を植えてほ

しいと力説してい

ました（私は先日、ガバナー就任を祝して 1 本植えた

ところです）。 

ＲＩの強調事項 

① ポリオ撲滅の達成 

ポリオプラスは国際ロータリーの特別プログラムで

あり、撲滅の認定が達成されるまでは、他のすべての

プログラムに対して優先されるものです。ポリオにつ

いては年々感染者数が減っていたのですが、近年アフ

ガニスタンで新規感染者が発見されたため、残念なが

らイアン・ライズリー様がＲＩ会長の任期中での撲滅

は難しくなってしまいました。今後も撲滅に向けて支

援金等の協力をいただきたいとのこと。 

② 会員増強 

会員の高齢化（平均年齢が 65 歳程度になっている）

が進んでいるため。若い会員、女性会員の増強を強調

している。ポール・Ｐ・ハリスがシカゴにロータリー

を設立したのは 38 歳。現在よりもはるかに若い年齢

で奉仕の活動を志したことになります。日本の偉人を

例にして考えた場合、大政奉還をした徳川慶喜は 31

歳。坂本竜馬も当時

31 歳、大久保利通、

西郷隆盛等も30代

でした。いかに若い

世代が日本を動か

してきたのだと考

えさせられます。 

③ 柔軟性のあるクラブ 

ロータリーの友にもありますが、例会の開催数、ＷＥ

Ｂでの参加等、例会への出席についてかなり柔軟性が

高くなっています。また、奉仕事業への例会振替可能、

会場変更可能等、例会のあり方についても変化があり

ますので、例会運営を工夫し、会員が参加しやすい例

本日のメインプログラム  

「猿渡ガバナーによる卓話」 

  講師：猿渡 昌盛 様 

講師紹介： 

猿渡 昌盛 様 

・国際ロータリー第 2750 地区 

地区ガバナー 

・東京武蔵府中ロータリークラブ会員 

・大國魂神社 宮司 

 

  

 

 



会を模索してほしいとのこと。 

④ ロータリーの未来を担う若者たちの育成 

インターアクトクラブ、ローターアクトクラブ、ロー

タリー青少年交換等、様々ですが、継続的な奉仕活動

にも欠かせない、未来を担うロータリアンの育成、繋

がりを大事にしてほしいとのこと。 

地区重点目標 

2750 地区ガバナーとして、申し上げたいのは、地区は

クラブの上にある組織ではなく、クラブとの連携を支援す

る組織です。強調したい事項として、 

①クラブと地区チームの連携を密にする。 

②奉仕の実践と歴史、市民意識などを研究する 

③地区活動の取り組みに「戦略計画」を立てる 

④2020 年開催東京オリンピック・パラリンピック 

を支援する 

⑤クラブの情報交流を深めクラブの基盤維持を支援する  

⑥公共イメージ向上と広報活動を積極的に推進する 

 

 

ロータリー財団への支援 

前年クラブの実績より 10％アップを目標にしたい。ポ

リオの撲滅に向けてより支援をいただければと思います。

その他、ポリオプラス、財団への支援金等も併せてお願い

したい。地区補助金、グローバル補助金などで郷土事業な

ど企画し、活用していただきたい。 

 

最後に、「ハチドリのひとしずく」という小話がありま

す。アンデスの話なのですが、森が火事になり、他の動物

が逃げている中、ハチドリだけ口ばしで水のしずくを一つ

ずつ運んでは火の上に落とします、他の動物たちは「そん

なことをして何になるんだ」と笑っていますが、ハチドリ

は「自分にできることを自分はやっているだけ」と答えま

す。ロータリアンも一人ずつが奉仕活動を行っていけば、

それが大きな奉仕活動になり、世界を良くする、変えてい

くだけの力になると思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

本日のスナップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告 出席奨励委員会より 

・事前 MU 飯作会員、野村会員 

日 会員総数 (出席免除数) 出席総数 (免除者出席数) ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告（9/6） 35（3） 26（2） 事前 2（1） 7 82.35 % 

前回訂正（8/30） 35（3） 20（2） 6 + 0 9 74.29 % 

前々回訂正（8/23） 35（3） 23（2） （4）+ 0 + 0 7 76.47 % 

（発行人：会長：小島馨、幹事：田中くに子、公共イメージ会報委員長：西山尚之／制作：東京日野ＲＡＣ：金子、上野） 

小 島 会 長 国際ロータリー第 2750 地区 2017-18 年度猿渡ガバナー、松本ガバナー補佐、地区副幹事椎名様、グル

ープ幹事青木様今日はよろしく御願い致します。 

田 中 幹 事 猿渡ガバナーはじめ、松本ガバナー補佐、椎名地区副幹事、青木グループ幹事等、国際ロータリー第 2750

地区の役員の皆様をお迎えし例会を開催できますことに喜びを感じますとともに、感謝の気持ちでいっぱい

でございます。どうぞ、初秋の高幡をお楽しみいただき、私達をより豊かなロータリーライフへとお導きく

ださいますよう願っております。御自愛のほどを祈念して…… 

清 水 会 員 ガバナー訪問の例会でソングリーダーを指名された名誉を祝して 

井 村 会 員 猿渡ガバナー、松本ガバナー補佐、地区副幹事椎名様、グループ幹事青木様、ご来訪ありがとうございまし

た。皆さんご自愛の上残りの任期ご活躍ください。 

松 浦 会 員 皆様ようこそおこしくださいました！！ 

横 倉 会 員 本日は飛火野・日野ＲＣの合同例会に猿渡昌盛ガバナー 

におこしいただき感謝申し上げます。 

※松本啓祐様、青木訓行様から頂いた祝い金￥10,000 がニコニコに 

含まれています。 

ニコニコ報告 親睦委員会より 

17-18 年度 ニコニコ 合計 

本日のニコニコ：   33,000 円  

累計    214,500 円 

ビジターフィー：        0 円  

累計      19,000 円 


